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いよいよ迫ったオン資義務化 



福岡県および全国におけるオンライン資格確認の普及状況 2023/2/19現在 

集計日 県名 機関数
ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ
申込数

申込率 本番接続数 接続率 運用機関数 参加率

2022/10/2 福岡 452 421 93% 204 45% 178 39%

2023/1/1 福岡 452 448 99% 275 61% 206 46%

2023/2/19 福岡 452 449 99% 322 71% 250 55%

2023/2/19 全国合計 8,192 8,083 99% 5,881 72% 4,924 60%

集計日 県名 機関数
ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ
申込数

申込率 本番接続数 接続率 運用機関数 参加率

2022/10/2 福岡 4,144 3,176 77% 910 22% 764 18%

2023/1/1 福岡 4,142 3,813 92% 1,432 35% 1,061 26%

2023/2/19 福岡 4,140 3,846 93% 2,036 49% 1,480 36%

2023/2/19 全国合計 89,695 82,040 91% 44,688 50% 33,826 38%

集計日 県名 機関数
ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ
申込数

申込率 本番接続数 接続率 運用機関数 参加率

2022/10/2 福岡 10,710 9,028 84% 3,824 36% 3,302 31%

2023/1/1 福岡 10,701 9,945 93% 5,330 50% 4,343 41%

2023/2/19 福岡 10,696 10,010 94% 6,609 62% 5,335 50%

2023/2/19 全国合計 229,717 210,947 92% 136,113 59% 113,835 50%

病院

医科診療所

医科・歯科・薬局合計
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オンライン資格確認システム導入の準備状況確認

１）顔認証付きカードリーダーは届きましたか？
２）導入事業者は決まりましたか？
３）施設の事前確認、調査は済みましたか？
４）通信回線は準備できましたか？
   光回線（オプションでＩＰｖ６対応へ NTTは１１６へTEL） 

  IPsec＋IKE（既存のＩＰv４回線を使用） 
５）院内LAN工事が必要な場合、準備は出来そうですか？
６）ポータルサイトにアカウント登録はお済ですか？
７）オン資使用申請や電子証明書の申請はお済ですか？
８）レセコン、電子カルテとの連携は出来そうですか？
９）事業者との契約はお済ですか（2月末日）？
１０）3月末までに運用開始できますか？
１１）運用開始が間に合わない場合は経過措置を受ける

申請（猶予届）が必要です
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オンライン資格確認導入時のネットワーク構成

NTT西日本HPより 
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義務化範囲 
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＝
 

補助範囲 



オンライン資格確認システム導入に必要なICT用語

 通信回線（光 IPv6オプション）

 OS（Operating system）

 顔認証付きカードリーダー

 汎用カードリーダー

 アカウント

 電子証明書
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 VPN（Vertual Private Network）

 LAN（Local Area Network）

 IPアドレス

 ルーター

 ファイアウォール

 HPKI



オンライン資格確認システム導入に必要なICT用語

OS（Operating system）

  PCやスマホなど電子部品の塊を一つの機器として 

使用できるようにする基本プログラム  

・Windows （Win10 Win11 Win10Enterprise ）

・MacOS （MacPC） iOS （iPhone など）  iPadOS （iPad など）

・Android （スマホ タブレットなど）

・Linux （日レセに使用されている）

・Chrome （Chrome Book など）
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オンライン資格確認システム導入に必要なICT用語

アカウント

アカウントとは、スマホやパソコン、インターネット上のサービスを利用する際

に必要な権利や、個人認証情報のこと。 アカウントは通常IDとパスワードに

よって管理されていることが多い。 具体的には、名前やアドレスなどの個人情

報で構成されたものを保存しておく自分専用の部屋のようなイメージ 
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オンライン資格確認システム導入に必要なICT用語
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 IP（Internet Protocol）アドレス

・IPv4（バージョン4）

    現在広く使われている規格 2の32乗個（億） 

    192.168.100.80 

・IPv6（バージョン6）

アドレスの枯渇を解決するため増やされた規格 2の128乗個（澗＝京×京）

 2001:a111:111:a111:1e77:c77a:bb99:bf11 

・アドレス配布には手動固定と自動方式（スマホなどはすべてこれ）あり



オンライン資格確認システム導入に必要なICT用語
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 LAN （Local Area Network）

・施設や家庭内の限られた空間で電子デバイス間がネットワークを作っていること

・多くはHUB（ハブ）でつながれており、ほとんどはIPｖ4で構成されている

HUB 

✖



オンライン資格確認システム導入に必要なICT用語
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VPN （ Vertual Private Network ）

・インターネット上でPC同士を安全につなげるため、内外から出入りができない

ような電子的に作られたトンネル

・このトンネル内をデータを暗号化してやり取りする

・専用のソフトウェアーやデバイス、IPｖ6を使用した閉鎖網がある

・VPNの脆弱性（ぜいじゃくせい）をついたサイバー攻撃が増えており、

セキュリティー対策はしっかりする必要がある



オンライン資格確認システム導入に必要なICT用語
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ルーター

・コンピュータネットワークにおいて、データを2つ以上の異なるネットワーク間

に中継する通信機器。データをネットワーク層で、どのルートを通して転送

すべきかを判断するルート選択機能を持つ

院内LAN 

Wi-Fi 

インターネット

インターネット側から内部LAN側へは
基本的に入れない

LANポート 
ハブ WANポート 

✖



オンライン資格確認システム導入に必要なICT用語
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ファイアウォール

・ネットワークの通信において、その通信をさせるかどうかを判断し許可する

または拒否する仕組み

・WindowsやmacOSには基本的ファイアウォールが組み込まれている

・ただ、ルーター等のファイアウォールでより強固にすべき（オン資では必須）



オンライン資格確認システム導入の実際

NTT配布 
ルーター
ＯＮＵ

ファイアーウォール
なし 
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IPv6用 
ルーター

IPv4 
院内ＷｉＦｉ用 
ルーター

ＳＷＨＵＢ 

ファイアーウォール
あり 

内 外 



14 

各施設で申請 

オンライン資格確認システム導入の実際 
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際



30 オンライン資格確認医療機関等向けポータルサイトより引用

オンライン資格確認システム導入の実際



オン資用
日レセ端末 
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際



33 

オンライン資格確認システム導入の実際



NTT配布 
ルーター
ＯＮＵ

ファイアーウォール
なし 
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IPv6用 
ルーター

IPv4 
院内ＷｉＦｉ用 
ルーター

ＨＵＢ 

ファイアーウォール
あり 

オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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運用開始日の登録 

オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際
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オンライン資格確認システム導入の実際



日本医師会ORCA管理機構HPより 
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オンライン資格確認システムとレセコン、電カルとの連携



オンライン資格確認の資格確認結果ファイルを
日医標準レセプトソフト（日レセ）へ取り込むためのプログラム 

jma-receipt-pusher (日レセサーバー) 
onshi-tools (Windows 又は Ubuntuクライアント) 

push-exchanger  (Windows 又は Ubuntuクライアント) 

1.日レセでリクエストファイルが作成される
2. リクエストファイルが資格確認端末に保存される
3.資格確認端末上のリクエストファイルが資格確認システムに送信される
4.資格確認システムから資格確認端末にレスポンスファイルが返却される
5.レスポンスファイルの内容が日レセに登録される

上記機能は、日常の入力・会計業務中に受付患者さんに対し 
全員に自動的に行われる 
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オンライン資格確認システムとレセコン、電カルとの連携



42 

オンライン資格確認システムとレセコン、電カルとの連携
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オンライン資格確認システムとレセコン、電カルとの連携
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オンライン資格確認システムとレセコン、電カルとの連携
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オンライン資格確認システムとレセコン、電カルとの連携
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オンライン資格確認システムとレセコン、電カルとの連携
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オンライン資格確認システムとレセコン、電カルとの連携



48 

オンライン資格確認システムとレセコン、電カルとの連携
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オンライン資格確認システム導入の実際 （災害時）
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オンライン資格確認システム導入の実際 （災害時）
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IP-VPN接続方式の場合 

オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技術解説書（厚生労働省保険局）より引用

オンライン資格確認システム導入時のセキュリティ対策
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オンライン資格確認システム導入時の責任分界点

オンライン資格確認等システムの導入に関するシステムベンダ向け技術解説書（厚生労働省保険局）より引用



オンライン資格確認システム導入の実際

NTT配布 
ルーター
ＯＮＵ

ファイアーウォール
なし 
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IPv6用 
ルーター

IPv4 
院内ＷｉＦｉ用 
ルーター

ＳＷＨＵＢ 

ファイアーウォール
あり 

内 外 



まとめ 

 オンライン資格確認システム導入は令和5年4月より義務化されます。

 ３月までに導入できなければ、猶予届出を3月末日までに提出して下さい。

 現時点で電子処方箋対応は任意です。

 先生のマイナンバーカード、医師資格証を取得して下さい。動作確認に必要です。

 運用開始後はセキュリティ対策をしっかりとって下さい。
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令和５年３月６日 

辻 裕二 
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ご清聴ありがとうございました 




